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ＪＲ九州労組第２回団体交渉 

～会社は、通期業績予想を踏まえ厳しい見解を示す～ 

ＪＲ九州労組は２月 20 日、２０２０春季生活闘争の第２回団体交渉を行い、ベ

ースアップの実施と夏季手当について協議した。 

交渉でＪＲ九州労組は賃上げの必要性について、賃金実態調査の結果、多くの

組合員がＪＲ連合の必達目標賃金に到達していないことや、第３四半期決算で過

去最高の鉄道運輸収入を確保できたことは組合員の努力の結果であること、ＪＲ

産業はその特性からして長期安定雇用が基本であり、持続的な人材の確保と育成

といった観点からも、単年度の業績に捉われることなく中長期的視点に立った「人

への投資」が不可欠であること、会社施策への理解と協力に賃上げで応える必要

があることなどを主張。夏季手当についても、55 歳以上の社員に対する加算措置

や嘱託再雇用社員及び地域社員の支給月数の改善などを求めた。 

一方会社は、第３四半期決算では鉄道運輸収入が過去最高となったものの、各

利益は減益であり通期でも減収減益を予想していることや、税制特例措置の廃止

や減価償却費の増加などで厳しい経営が続く中で、限られた原資をどのように分

配していくかは慎重に検討していく必要があることなどを主張し、ベースアップ

の実施については「非常に厳しいと言わざるを得ない」と難色を示すとともに、

夏季手当についても「慎重にならざるを得ない」との見解を示すなど、厳しい態

度に終始した。 

ＪＲ九州労組は、非常に厳しい状況ではあるものの、６年連続のベースアップ

の実施はもとより、その金額にも徹底してこだわる闘いを展開し、組合員の負託

に応えていくこととしている。 

 


